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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。(83.3）

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。(50)

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。(100)

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。(95.2)

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。(91.7)

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。(95.8)

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。(9.5)

３：学期毎に知らせた。(81)

２：年度間に１回は知らせた。(9.5)

１：お知らせできなかった。(0)
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。
(81.8)
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。(100)

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。(100)

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。(100)

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。(16.7)

３：学期に１回（年間３回）以上行った。(62.5)

２：年度間に1回以上行った。(16.7)

１：実施しなかった。(4.1)

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。(100)

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。(100)

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。(70.8)

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。(29.2)

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。(0)

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。(0)

４：全教員で行った。(100)

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。(100)

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。(100)

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。(100)

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。(91.7)

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。(100)

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。(62.5)

３：学期に１回（年間３回）以上行った。(33.3)

２：年度間に1回以上行った。(16.7)

１：実施しなかった。(4.2)

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。(91.7）

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。(45.8)

３：学期に2～3回行った。(41.7)

２：学期1回以上行った。(12.5）

１：実施しなかった。（0）

４：学期に２回以上参加した。(29.2)

３：学期に１回以上参加した。(25 )

２：年間に１回以上参加した。(29.2)

１：研究会に参加しなかった。(16.7)

4：月1回以上更新した。(58.3)

3：学期に2～3回更新した。(4.2)

2：学期1回以上更新した。(25)

1：更新しなかった。(12.5)

４：毎回情報を提供した。(33.3)

３：おおむね情報を提供した。(62.5)

２：あまり情報を提供しなかった。(4.2)

１：情報を提供しなかった。(0)

４：学期に2～3回行った。(33.3)

３:学期１回以上行った(41.7)

２：年１回以上行った。(20.8)

１：実施しなかった。(4.2)

４：全教員で行った。(100)

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

１：
７０％
未満

Ｄ 0ICT機器を使い、プレゼンの作成、コミュニ
ケーションツールとしての活用を通して互いの
考えを共有する活動を行う。

3
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○考察や振り返りの充実を目指し、児
童が主体的に学習に取り組めるよう、
指導の工夫に取り組んだ。今後、児童
の振り返り、学びの足跡を配布物だけ
でなくホームページを活用し、保護者や
地域にわかりやすく発信していく。
〇タブレット端末を活用した授業を目指
し、日々の学習だけでなく校内研究を通
じて、各学年の取り組みを共有する環
境を整えた。今後も、日々の授業で効
果的な活用を目指し取り組んでいく。ま
た、児童の情報活用能力を検定し、計
画と照らし合わせながら、全校で足並み
を揃えられるような取り組みを図る。
〇生活科、総合的な学習等を中心に、
地域の素材を教材化して体験的な活動
を計画的に実施した。今後、大田区独
自教科「おおたの未来づくり」の全面実
施前に、地域の特色を生かした大一小
のカリキュラムマネジメンを立案し取り
組んでいく。さらに、ESDカレンダーの実
績を生かし、他教科との関連を図り、他
学年ともつながりを深められるようにす
る。そのためにも、発達段階に応じた学
習計画や、校内研究を活用し組織で対
応できる環境を整備する。
○人権教育計画に基づき、特別の教科
道徳の指導を中心に、児童の人権意識
を高める指導を工夫した。区の福祉課、
障害のある方との交流を今後も継続し
て取り組んでいく。

Ａ 4

・数年前に比べると大分IT化が促進できたから。
・教えられるだけでなく、児童が｢自ら考える｣行動力をつけること
が出来るような具体的な指導を期待したい。
･具体的な成果について、｢２｣は８０％以上に達していなかったと
のことであるが、定量的な評価が分かりずらい。
・各項目（プラン１～プラン６）共に評価されると思います。今後、ま
すますの向上に期待させていただきます。プラン７以上が計画さ
れてもよいですね。
・日々の授業や子どもたち一人一人と向き合っていただける事に
感謝しかありません。ただでさえ、お忙しいのにコロナ禍でタブレッ
トを活用したり、保護者や地域に報告したりする等、仕事量が多く
先生方の健康面が心配です。保護者や地域は二の次で子どもた
ちのことだけを考えていただけたら十分です。
・評価は適切であると思います。これからも全教職員に情報共有
を徹底しながら指導に取り組んでいただけたらと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

2
３：
８０％
以上

Ｂ 6

Ｃ 2
体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

3

「児童は学ぶ意欲と学ぶ
力が育ち、主体的に学習
に取り組む態度が身に
付いている」と地域・保護
者がアンケートで肯定的
な回答をした割合

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

3
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○年２回のふれあい月間、ハイパーQU
調査を実施し、その結果を基に児童の
生活上の不安、学級に対する満足度な
ど確認し、担任が児童と個別に面談を
し、必要に応じて保護者にも連絡をして
家庭との連携を図った。
○いじめアンケートをもとに児童中の友
達関係での悩みに対して早期発見を意
識し、早期対応を心がけた。今後も担任
だけでなく、学年、BPC委員会など組織
的な対応を心がけて、児童の安心、安
全な学校を目指していく。　また、道徳
の授業の中でも取り上げるなど、教育
活動全般で心の教育を進めていく。
○問題行動、不登校問題等に関わる児
童に関して、定期的な情報共有を行
い、学校への児童の適応を促す働きか
けを行っている。スクールカウンセラー、
関係機関との連携を積極的に進め、課
題の早期解決を目指す。
○生活指導の規準となる大一スタン
ダードの評価、見直しを進め、教員の共
通理解の下、組織的な指導を進めてい
る。

4

4

3
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○計画した学校公開は、参観者を分散
するなど感染症対策を講じながら、予定
通り実施できた。保護者アンケートを全
職員回覧し、課題に相当する内容につ
いてはすぐに対応し、改善に努めた　。
○体育学習発表会を２学年ごとの開催
にした。他学年の発表も見られるように
したことで、肯定的な意見が多く見られ
た。
○特別支援教育に対する教員の理解を
深めるための研修を実施した。また校
内委員会で対象児童の共通理解を基
に適切に学びの場を保障するよう支援
の方法について協議した。
○計画的にOJTを行い、主任教諭が経
験に基づいて、授業の改善方法等の講
話を行ったり、５年次までの若手教員か
らの質問に答えたりした。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満
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4
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１：
７０％
未満

・今後、問題行動再発防止には道徳授業の拡充や保護社会等に
おいて親に対しての道徳の考えを伝える必要があると思いまし
た。第一歩として配布物だけでも良いと思いました。（家庭教育の
手引きとは違うもっと根本的に語りかけることが出来るフレーズ
等）
・児童とのコミュニケーション、保護者との連携など一層期待した
い。
・いじめアンケートの内容や日頃の行動など注意深くみていくこと
が重要。大きな問題となる前に毅然とした態度・姿勢で教員が一
体感をもって指導にあたることが必要あり。
・組織的に対応できているのが良い。
・心の強い子どもに育てる事が私の一番の課題です。多感な時期
のこどもたちにとって学校は楽しいだけの場所ではないと思いま
す。子どもの抱えている悩みは親でも全ては把握できません。学
校に一人でも大好きな先生がいてくれたら、学校に通えるのだと
思います。これからもよろしくお願いします。

・コロナ対策の毎朝検温が生活リズム・規則正しい生活の一助に
なっていると思いました。
・年間を通して取り組んでいる点は評価できる。
・基本的な生活習慣の確立に関し、毎朝校門前での挨拶の励行、
登校時間を守る等、良い。
・計画的な体づくり運動などを踏まえ、恒常的に取り組んでいくこと
が大切。
・資料（成果指標の結果）の⑬のAそう思うが令和３年度に比べて
減っているが全教員で行っている。
・「早寝早起き朝ごはん」は勉強よりも大切だと思っています。ただ
これに関しては学校ではなく親の責任なので保護者の意識改革
が必要だと感じます。「私の作ったごはんで子どもたちの心や体が
作られている」と自分にプレッシャーをかけています。栄養面を考
えて作られている学校給食に全ての子どもたちが支えられている
と思います。

・現状より風通しの良い職場環境を希望します。
・保護者アンケートによる授業評価について、｢分かりやすい｣と評
価がある一方、児童の客観的評価はどう判断するのか判断は難
しい。
・OJTを通じて指導力の向上、質の高い教育への取組は評価でき
る。一方、OFF-JTへの取組もさらなる必要性を感じる。
・当時は学校公開によく行っていました。私は集中して授業を観た
いのに、私語が多い保護者がいて大変不快でした。全てがそんな
保護者ばかりではありませんが、先生方にはそのような保護者の
言葉に振り回されないで欲しいです。子供と先生との関係が良好
であればそれが一番です。特別支援学級の先生方には頭が下が
ります。あんなに尽くしてくださる先生方を困らせる保護者がいた
ら許せません。どうぞお体を大切になさって下さい。
・私は学校に貢献できていなく学校評価をするような立場ではあり
ません。今回は卒業生の保護者として保護者の立場で意見を書
かせていただきました。これからも大一小の子どもたち、先生方を
応援しております。

3
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・以前に比べてフォローアップできていると感じたから。
・PDCAサイクルに基づいた個別指導など実施され評価できる。
・資料（成果指標の結果）の④と⑤のAそう思うが令和３年度より
割合が減っている。
・小学校時代からきちんと学べる環境を作っていただく事の大切さ
を感じています。とても大変な事だとは思いますが、全ての子ども
たちが｢勉強は楽しい｣と思える様に、学ぶ喜びを伝えてあげてい
ただきたいです。

○学習カルテや学習効果測定の個票、
Q-Uの個票、ステップ学習のチェック
シートを活用し、児童と個別に面談をし
たり、個に応じた指導に生かしたりする
ことができた。
○学習補助員を活用し、補習教室に
て、算数の補充学習を行い、個別のつ
まずきや学習方法について指導するこ
とができた。
○学習効果測定の結果や日々の授業
の到達状況を分析し、１学期のうちに、
授業改善推進プランを作成したことで、
指導の重点目標を定め、児童の実態に
合わせた指導をすることができた。
○教員による校内研究で、問題解決的
な学習の充実を図る指導の在り方を研
究、研修したことを通して、発問や学習
活動、教材、評価の仕方を見直し、日々
の授業改善につなげることができた。
○ステップ学習チェックシートの返却頻
度や、補習教室との連携については、
児童の到達度の向上に資するものと
なっているかを分析していく。
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算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

計画的に体つくり運動やリズムランニングを実施し
たり、大一スポーツラリーをはじめとする運動に親
しめる環境を設定したり、普段の授業ではできる
限り運動量を増やし体力の充実を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

大一スタンダードの推進や児童へのはたらき
かけなどの工夫を行い、児童の生活規範意
識、判断力を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

区、都主催の各教科の研究会に参加し、自身
の指導力向上に生かす。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

問題解決的な学習の充実を図る授業に取り
組み（主に理科、生活科）、主体的、対話的で
深い学びを推進する。

１：
７０％
未満

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

教員は保護者や地域に子どもの活躍する姿
を見てもらったり、伝えたりする。

4

3

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

1

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

4

３：
８０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇学校だより、給食だよりを毎月ホーム
ページで更新している。また、毎月、学
校生活の様子（行事や各学年の取り組
み）についても掲載するなど、定期的に
発信することができた。
〇地域連絡協議会を定期的に開催し、
学校や児童の様子を伝え、情報や意見
を交換・共有する場として設定した。
〇今年度は感染状況により、行うことが
できる活動内容を検討し、計画した。感
染が広がった時期は、実施できなかっ
た取り組みもあったが、地域の方の協
力を仰いで、子どもたちの体験的な学
習を実施することもできた。

・現在の５年生の対応もありますが、学校＝家庭＝地域の３帯は
今後も必要なものとして考えていますので、その事も含めて残り
の３学期、又、来期に向けて調整をしていただければと切に願い
ます。
・コロナ禍の中で未だ通常モードではないが概ね連携は取れてい
ると思いました。
・学校からの情報発信をきめ細かくすることは大切ですが、どのよ
うな内容をどの程度、発信していくのか。
・地域との連携、情報交換など充実化をはかっていく必要あり。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

9

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

7

4

令和４年度　大田区立大森第一小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

大田区立大森第一小学校　児童数　５４３名　学級数：１７学級　教員数：２１名　開校１４８年
特色ある教育活動：持続可能な社会づくりにむけた教育の推進～SDGｓの取組：海苔付け体験・麦わら細工、金管鼓笛奏　大一パレード（運動会での６年生の鼓笛パレード）、特設クラブ　金管バンド
研究主題　問題解決的な学習の充実を図る指導の工夫～理科、生活科の考察場面の指導を通して～
自己肯定感の向上を教育活動の軸に据え、異学年交流（縦割り班活動、兄弟学年清掃、交流給食）に取り組んでいる。

保護者アンケート「児童
に自分や友達を大切に
する心が育った」児童ア
ンケート「自分や友達を
大切にしている」で肯定
的な回答をじた割合

保護者
児童(97％)

「学校は状況発信に努め
ている」「学校は教育活
動を理解してもらえるよ
うな公開を行っている」と
地域・保護者アンケート
で肯定的に回答をした割
合

目標に対する成果指標

２：
７０％
以上

４：
９０％
以上

1

4

0

1

5

7

0

0

8

Ｂ

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

４：
９０％
以上

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

B

○年２回の早寝早起き朝ごはん月間に
取組、家庭との連携を図りながら、児童
に望ましい生活習慣が身に付くよう、働
きかけを保健だよりを通じて促した。
○一校一取組では年間を通して長縄に
取り組んでいる。学級ごとに目標を設定
し、月１回の計測に向けて自主的に練
習に取り組んでいる。また体育朝会で
は短縄、持久走など時期を決めて取り
組み、体を動かすことの習慣化を図って
いる。
○今年度も感染症対策のため、前を向
いたままを基本とした給食指導を行っ
た。食育の観点から、低学年は野菜の
皮むきなど、食材に触れる体験を定期
的に取り組んでいる。

1

保護者による授業評価
において、「分かりやす
い授業をしている」と地
域・保護者のアンケート
で肯定的に回答をした割
合

「児童がスポーツに親し
み、体力向上を図る指導
を行っている」と地域・保
護者のアンケートで肯定
的に回答をした割合
(82.4)

Ａ

0

「学校は、基礎的・基本
的な学力の定着に取り
組んでいる」と地域・保護
者のアンケートで肯定的
な回答をした割合

3

Ｃ

Ｄ

４：
９０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：
９０％
以上

Ｄ

３：
８０％
以上


